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日本国憲法 名前

問1 日本国憲法第1条では、天皇の地位について「日本国の（ ）であり日本国民統合の（ ）」と規定されています。この（
）にあてはまる、現在の天皇の在り方を示す言葉として適切なものを選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. 統治権者 2. 象徴 3. 主権者 4. 元首

問2 日本国憲法には三つの基本原理がある。「国民主権」「基本的人権の尊重」とともに掲げられ、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇または
武力の行使を永久に放棄することを定めた原理を何というか。 （2023年 青森県公立入試 類似）

1. 立憲主義 2. 民主主義 3. 法の支配 4. 平和主義

問3 国家の領域において、領土の海岸線（低潮線）から12海里までの海域であり、沿岸国の主権が及ぶ範囲を何と呼ぶか。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 公海 2. 領海 3. 排他的経済水域 4. 接続水域

問4 日本国憲法第13条には、「すべて国民は、個人として尊重される」という規定があります。この、国民一人一人がかけがえのない存在として大
切にされるべきであるという原理を何といいますか。 （2023年 福岡県公立入試 類似）

1. 個人の尊重 2. 国民の主権 3. 団体自治 4. 公共の福祉

問5 日本国憲法における「国民主権」についての説明として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 天皇は日本国の象徴であり政治を
行う権限を持つ。

2. 国際紛争を解決する手段としての
武力の行使を永久に放棄する。

3. 個人の権利は生まれながらにして
持っている永久の権利である。

4. 国の政治のあり方を最終的に決定
する力は国民にある。

問6 日本国憲法第9条では、戦争の放棄、戦力の不保持、交戦権の否認が定められていますが、1990年代に入ると国際社会における役割の変化から
、ある法律が制定されました。国連が中心となって紛争地域などで平和を維持する活動を支援するために、1992年に制定された法律の名称を選
んでください。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. 破壊活動防止法 2. 日米安全保障条約 3. PKO協力法（国際平和協力法） 4. 地方自治法

問7 日本国憲法第96条に定められている憲法改正の手続きにおいて、国会が改正案を発議した後に実施される「国民投票」で、改正案が承認される
ために必要な条件として正しいものはどれですか。 （2026年 愛媛県公立入試 類似）

1. 国民投票における有効投票の過半
数の賛成を得る。

2. 投票権を持つ全国民の過半数の賛
成を得る。

3. 国民投票における有効投票の3分
の2以上の賛成を得る。

4. 衆議院と参議院それぞれの総議員
の3分の2以上の賛成を得る。

問8 日本国憲法の改正手続きにおいて、国会が国民に対して改正案を提示する「発議」を行うために必要な条件として正しいものはどれですか。
（2024年 大分県公立入試 類似）

1. 衆参各議院でそれぞれ出席議員の
3分の2以上の賛成

2. 衆参各議院でそれぞれ総議員の3
分の2以上の賛成

3. 衆議院の総議員の3分の2以上、お
よび参議院の総議員の過半数の賛成

4. 衆参各議院でそれぞれ総議員の過
半数の賛成

問9 日本国憲法第1条では、天皇は日本国および日本国民統合の象徴であると規定されています。この象徴としての地位が、どのような根拠に基づい
ているかを示したものとして、正しい記述を選びなさい。 （2021年 兵庫県公立入試 類似）

1. 国際社会における平和の希求 2. 歴史的な伝統と国権の発動 3. 基本的人権に基づく天皇の権限 4. 主権の存する日本国民の総意

問10 日本国憲法第9条の規定と、1992年以降の自衛隊の活動に関する記述として、歴史的な背景や制度の仕組みを踏まえた説明として最も適切なも
のを選んでください。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. 冷戦の終結に伴い、日本は防衛政
策を根本から変更し、憲法第9条の「
戦争の放棄」の条文を削除した上で
、自衛隊を多国籍軍として海外へ派
遣している。

2. 憲法第9条には戦力の不保持が明
記されているため、自衛隊がいかな
る理由であっても海外の土地に派遣
されることは法律によって一切禁止
されている。

3. 1992年の法整備により、日本は
国連の要請があれば、憲法第9条で否
認されている交戦権を海外で行使す
ることが認められるようになった。

4. 湾岸戦争での経験から人的貢献の
必要性が議論され、憲法第9条の理念
を維持しつつ国際平和に寄与するた
め、PKO協力法に基づいて自衛隊の
海外派遣が始まった。

問11 日本国憲法の基本原理をまとめた資料において、国民主権、基本的人権の尊重と並び、憲法の三本柱の一つとして位置づけられている原理は何
ですか。二度と戦争の惨禍を繰り返さないという決意のもと、前文と第9条に明記されているものを答えなさい。 （2026年 長野県公立入試 類似）

1. 三権分立 2. 地方自治の原則 3. 天皇の象徴制 4. 平和主義

問12 日本国憲法のように、法律の改正よりも厳格な手続きを必要とする憲法は「硬性憲法」と呼ばれます。憲法改正に、国会の発議だけでなく国民
投票による過半数の承認という高いハードルが設定されている主な理由は何ですか。 （2018年 高知県公立入試 類似）

1. 国会での議論を短縮し、直接民主
制によって政治決定のスピードを速
めるため

2. 地方自治の重要性に鑑み、特定の
地域住民の意見を国政に反映させや
すくするため

3. 内閣が国際情勢の変化に合わせて
、迅速かつ柔軟に憲法の内容を修正
できるようにするため

4. 時の権力によって憲法の基本原則
が安易に変更されることを防ぎ、憲
法の安定性を保つため

問13 日本国憲法は、国の法体系において最も高い効力を持つ「最高法規」とされています。この憲法の安定性を保ち、時の権力によって基本的人権
などの重要な原則が容易に変更されないよう、通常の法律よりも改正に慎重な手続きを必要とする憲法の性質を何と呼びますか。 （2023年

熊本県公立入試 類似）

1. 欽定憲法 2. 軟性憲法 3. 硬性憲法 4. 成文憲法

問14 立憲主義の考え方に基づいたとき、憲法と一般の法律（刑法や民法など）の役割の根本的な違いを説明したものとして、最も適切なものはどれ
ですか。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 法律は多数決の結果を反映させた
ものであるが、憲法は常に少数派の
意見だけを保護するためにある。

2. 法律は国家が国民を規律するため
に作られるが、憲法は国民が国家権
力を制限するために作られる。

3. 憲法は社会の秩序を維持するため
に政府が国民に守らせるルールであ
り、法律はそれより効力が弱い。

4. 法律は国民の自由を保障するため
にあるが、憲法は国民に厳しい義務
を課すために存在する。


